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叩 閉鎖型苗生産システムの現状における問題点とその鰯決法
システムのより一層の普及lこ
向けて
大山克己＊・古在豊樹＊
1. はじめに
閉鎖型苗生産システムの主要構成要索は一般的
な電化製品であり，使用法は簡便ではあるものの，
それを誤れは高品質な苗を生産することが難しく
なるだけではなく，苗生産にかかわる査源の浪費
につながる。筆者らは， これまで太洋典業（t利によ
り商品化された閉鎖型苗生産システム（商品名：
苗テラス）が導入された苗生産業者大学等研究
機関を見学してきた。その際これまでの連載「h
で述ぺてきたような多くの問題点を散見し，改
善のためのアドバイスを行ってきた。しかしなが
ら，そのアドバイスを理解し，実践するためには，
システム全体を網羅するための農学 ・工学的知識
とともに，屯力契約や最新技術に関する情報収集
といった実務的な知識も必要とされるために．ア
ドバイスの内容を理解してもらえず，それが単に
話だけで終わってしまい，実践に移されることは
少なかった。
そこで，今回の連載では現状における問題点
を体系化し，なるぺく平易な表現をするように努
めるとともに，その問題点を改善もしくは回避す
るための具体的な行動指針を示すようにした。本
連載が． これまでに閉鎖型忙i生産システムを苺人
してきた利用者だけではなく， これから導入を考
えている方々にも．さらには， システムの改良を
行いたいという志を持つ技術者にも，役立つこと
を期待する。
2． 日常点検の重要性
前回までに述べたように，苗の状態を見ながら
育苗条件を改善することは， これまでも温室のよ
うな自然光を利用した苗生産システムで行われて
きた。他方，閉鎖型荀生産システムでは，システ
ム内の環境制御を照明器具や空調器具などの機器
類によりすべて行うので，苗の状態のチェックと
ともに，それら機器類をチェックする作業の重要
性が温室よりも増す。ここで，参考として，簡易
な閉鎖型苗生産システムの日常点検票（チェック
リスト）を図1に示す。あわせて， システム管理
上，取り揃えておいた方がよい計測機器の一跨も
表1に示しておく。
ここで注意いただきたいのは，図1のような日
常点検票の点検項目にチェックや数値をただ没然
と害き込む動作をFl々 繰り返すのでは単に作業
という負担が増えるだけとなってしまう点である。
そこに記載された兆候や数値を経時的に追いかけ
つつ，解析を加えていくことではじめて，エネ
ルギーの効率的な使用方法や機器のトラプルの早
期発見もしくは回避に役立てることができるよう
になる。このような日常点検がただの作業の増加
とならぬよう，またせっかく収集した貴重なデー
タが単なるゴミとなってしまうことがないよう，
注意を払うようにしていただきたい。
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平成20年7月号 -9-
閉鎖型苗生産システム日常点検票
担当者
R阻
器費 頃lHi IIg畢頃 状況 対魁込
フンフ面の汚n A I p 91Cll8．真鳩
ランフ
不点Jl ＂ 開 ndX量合． Q”照度 l"x 鶴亭● lOCO“'ロトの鳴9 2” 
照 不衰なっンフの点JJ 付 1!1 .nの竃8.,..ti
塁安定謎 只8 g fl ＂の凛色． llltlUfiヘ籍8,— メー 9Jに閂いsnu
JIi 費霙 百 照 “の遭e.●賓●往霰へ峰邑 . メーnに疇い如
反剥坂 衷面の汚れ 阿 黒 99の•2 .嶋
フレーカー
電圧 vぃUJ 00• ふV) 9・巴えた叩P..•”’”へ●円
電流 A"'..-OOA CIum●a.．＂＂;”'., 
フ（ルターの汚n 石 罵 nの漏巴遭讀
塞内攪
ルーバーの沿れ 均 細 "‘”.名...禎
"B 角 照 ＂の遭 LB.●！9胃IlC^"巳ーメーnc!II，'、さ9}｀‘
欺勧 g 熙 ＂の道汽．●隋 ●1,6へ囚も- 土-nしいRnu
空 コイル面の汚n b 洞 ＂の重＆鳴膚
II 写外攪 ng 日 愚 日の●3.・噌●9"↑へ械｀ーメ-ni.:.”‘ann樹
員 拓動 白 黒 ＂の漏 S ・＂町r~へ帽" メー nc.nぃsnl!
冷煤記に 伐場11のはかn ＂ 黒 Uの漏3 ・愕●f!t;ヘ輪8 4a墨 4ヽ0濱 l'!・し姑霞 百 駅 ＂の遭 a.彎＂・ "gへH8 ....r.:~‘‘れの＂さ●し
プレー7J― 電圧
V,,_._,這 (OO•OV) いとぶC心．＂●t"＾●壼
亀ボ A I重n (OO^)“tB人に●9・•"●II にへ“`
；られ n 隈 偽(1).B.員N
貢畠 g 隔 "の●t-l.•"轟IT9へ蝙円 ・メーカに曙い名わ1:!
フ，，ン 伍動 g 閑 “0匹．●”●unへ鰯巳 → メー nし”し＼enu
動作不因 g 懇 ＂のコ o.．"員11"へ帽l'I - タI
不雙なファンのl"t1l H 黒 鋤の●8.t11.v u 
肩 電圧 V !I•1;,h, ,ooベ0V をリスた濃8 冒1'11rでへ“巳
成 フレーカー
霜況 A事・巳 9CO心 Cとスた重雷疇胃l"‘^"書棚
かん水ス置
かん液の漏n 有 罵 Uの噂8.漏鳩
惇水腎の；5n. 幻 罵 ＂の鳴 R.員漏
汚n 珂 隠 翰0A!119.’"・
硼面・ 1i 泊窃｝＂：a g 冑 ＂の膚， ●鳩
約1!1虫 H 無 "’”u, ．"冑89へ＂‘→晶P•
Q伺 刃 無
室 w 
内
コンセント 濯AA/ w コ 定格消"l竃JJ
ン w 
セ 不烈な1!1器のm動 H 熙 "m凛． 19`：瓢Id
ン
霞圧 V "“辺 {OO~OV'I暉な虹5.m•印I\鰭t
ト フレー刀一
電流 A 畢•aI• (OO^lを19スこ凜g.＂町1嘱へ綸色
co.'出鯰用電出弁勧ftギ＆ n 隈 ＂の鳴，．＂ ●I.!r.ヘ臼巴
そ •埃 石 問 鰭の鳴-¥,翼樟
の 床置i 油窃残濱 分 需 '“mm.JI褐
IO 1渡なトレイ 角 熙 ＂の鳴・ •“ 
不翌な楓閲 吾 焦 囀の遍．富ム
気温（朗期／閉期） ℃/ C璽軍罰匂l即 ...,.or,,いいr11f/;.."●lIRヘ.....
環頃
システム内
相刃濯虔（明ll／田問） ％／ % P ＂` （OO-Ol "”上虞，．＂＂＂て直乞
条件 気忠速度 ms  ｀ 蔓置雹A OO••OC員9i量う CI3え9こ虜3· •"Illrrnへ帽た
co~翼1ll ｛明期） 匹 ．曝島(0000口） 6ほ入と噂e，●n•uれへ内ら
負慎 ●凸弓卜けU">た•R Jたm冑彎r!れ蝿した塩8．●闇こn嶋さI'.,
図 1 閉鎖型苗生産システムの日常点検票の例
長期的な省エネルギーの計
画苫（中長期計画,1{;)を年
1回提出し，かつ， 5年間
で年平均 l％ずつエネル
ギー消毀紺を削減する努力
を行う義務が， 「エネル
ギーの使用の合狸化に関す
る法律」，いわゆる省エネ
法で定められている。
わか国の園芸分野におい
て， 上述のような大凪のエ
ネルギーを使用する事業者
数（市業者数： 13,551)は，
「エネルギー管理指定工場
名簿」（汽源エネルギー庁，
2007)より細分名を「野菜
作殷業（きのこ類の栽培を
含む）」として検索した場
合全体の0.2％にあたる
21事業者だけであった。そ
のうちの16事業者は， きの
こ穎の栽培事業者である。
きのこ類の栽培事業者では，
照明器具や空調器具が設蹴
された構造物内で，多段棚
に菌床を複数収納してきの
こ類を栽培するという，閉
鎖型苗生産システムと類似
のシステムが大規模に川い
あまり1盈芸分野では知られていないことかもし
れないが，原油換箕で1,500絃以上のエネルギー
を消費する事業者 (1,500~3.000kP,の場合は第二
種エネルギー管理指定工場と， 3,000kt以上の場
合は第一種エネルギー管理指定工場と，それぞれ
呼ばれる）では照明器具や空調器具，ボイラー．
ポンプ類などの機器に関して管理マニュアル
られている。したがって，今後閉鎖型苗生産ヽンス
テムの人規模化が進んだ場合には．エネルギー管
理指定工場に指定される苗生産業者が出てくる可
能性は高い。
（管理標準）を作成し．そのマニュアルに記載さ
れた管理基準を迎守するとともに，計測項目に関
しては記録および保管しなければならない。あわ
せて．エネルギー使用微に関する定期報告因と中
将来の大規模な閉鎖型伯生産システムの普及を
展望すると，エネルギー管理指定下場に指定され
てはじめて，あわてて管理マニュアルを作成する，
もしくはビルメンテナンス請負会社などに外注す
るのではなく．指定されていなくてもそれに礁
じた管理・運用を行うべきであると，筆者らは
考えている。閉鎖型苗生産システムの主要構成要
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表1 閉鎖型苗生産システムを管理・運用する上で取り揃えておいた方がよい計測携器一覧 竹］＇,'i棚の間の通i爵iに鉢物l
,i I•iull器名 川途 価格" 必~J父 2)
... 
テスター .，li:1£ ・ 屯iitit•J!ll 2,000~ 50,000 ◎ テジタルマルチメータ
＇ 
屯Jメ遭＼ 
クランフメ ター 屯if.討l韻l 5,000-30,000 ◎ 浙れ·，じ流i|•JIll
IiI• 屯）J枯計測システム il'i伐屯）I！J:11‘ilIj 200. 000-500. 000 △ 
の柏物がi(tかれ，育苗棚
にトレイが収納されてい
ない，すなわち育佑され
ていない状態で，鉢物の
植物育成のために光源が
測 柏刃・,じ）J，,1 i l'i t, •9じ）J h t i 1』lj 30,000~ 40,000 ゜点灯しているような場合もあった。 •i/ii1室のような
太賜光を利川したシステ
ムでは散見される光磁で
はある。ただし．人工光
を利用する閉鎖型苗生廂
システムで，温室と同様
な管理をした場合には
衣源の浪伐だけではなく，
コスト的にも採箕が取れ
ない状況を生み出すこと
となる。ンステム自体の
研究開発がひと段落し普
検屯諾 辿・,じ検）；l 2.000- 3,000 ゜検屯ドライパー 辿・1じ検）、I 500- 1,000 ゜温湿度計複11 . ，記録，11• 汎温 • +1刈湿l父，汁測 25, 000~ 100,000 ◎ アスマンil)成＼佗湿球，n・ 公温 • TLL狐渡，tl·illl 100, 000-150, 000 △ 
照度計 照IiilIl•9と 5,000-30,000 ◎ 
PPFセンサー PPF,d瀧l 120,000-150,000 △ 
gi II射，i|・ ti.iり(htq.「J1・m,1 100, 000-800, 000 △ 
> COぶ｀氾度検‘i1管 COinI久，；1’ilI 20, 000-50,000 ゜赤外放射式CO2 分析，li• CO湛？疫，i1.ill 100, 000-300, 000 △ 熱線式）瓜辿，il 風辿，iHIし,1 20, 000~ 150,000 ◎ 
テ’ー タロガー JI泄l.，記録 100, 000-300, 000 △ 
ECメ ター 1足液EC,il'i!Il 10, 000 -100, 000 ◎ 
plメータ 促液pH,it・ilI 10, 000~ 100,000 ◎ 
1)価格はお Kその 1・1安
”◎ ：取り捕iえておくぺさ bの．o:取り揃えた）iがよいbの．△:あれば便利なもの
索は，一般のビルなどで使川されている構成要索
と比べて竹狸 ・述川が容易なものばかりであり．
管理マニュアルを作成することはそれほど難しい
ことではない。現（E, 般のビルなどの管理マ
ニュアルの作成方法に関しては多数の本が出版さ
れている（たとえば．省エネルギーセンターエネ
ルギー閑境技術木部 (2002)など）。また，財団
法人省エネルギーセンターではホームページ
(http://www. ecci. or. jp/）やパンフレット等で，
その作成方法に関しての広報を行っている。閉鎖
型仰．I：．廂システムを導入した苗生廂業者では，本
辿載とともにそれらを参考にして，それぞれの視
場にあわせた管理マニュアルを作成していただけ
ることを屯む。
3. 今後の閉鎖型苗生産システムのさら
なる普及のための必要条件
これまでTt者らは，閉鎖型伯生産システムの開
発およびその利川に関する研究を行ってきたが，
その際は想定していなかったような運用や管理の
ずさんさが散見される場合があった。たとえば，
及へと移行していく段階で，現在のような状態の
まま放磁した場合には，やがて悪評が広がり，良
いシステムであったとしても，やがて廃れていっ
てしまうことを宜者らは危惧している。
これまでのI~芸用機械と比べて，現在商品化さ
れている閉鎖型侑生産システムは， 一見すると光
成度が高いようにみうけられる。しかし，他分野，
とくに家庭lliじ化製品と比較してみれば，完成）文
は依然として低いと判断しなければならない。
個々の主要構成災索は，照明器具や空調器具でm
いられている家庭川屯化製品のように，激しい性
能，価格競争にさらされた結果，完成度が非常に
高くなっている。ただし，閉鎖型苗生産システム
のそれぞれの構成要索の辿携に関しては不必要
な部分が含まれていたり，本来必要な部分が省か
れていたりしている。その点に関して，弔者らは，
ぷ満を感じている。
現在商品化されている閉鎖型1,刊：炉Eシステムで
は， 1：述のようなハー ドウエア上の問題点はある
ものの， ここまでに述べてきたように，完成度の
低い部分は，管理 ・運用面のエ夫によって補える
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場合も多い。閉鎖型苗生産システムの開発者や利
用者の参考となるよう，筆者らの気づく範囲内で
それらの内容を記してきたが筆者らの気づいて
いないような閉鎖型苗生産システムの管理 ・迎用
法がある可能性も高い。「現存のシステムが最良
である」とは判断せず，また，「うまく いかない
のはシステムのせいだ」と決め付けず，開発者と
ともに利用者もアイデアを出し合いながら，今後
も閉鎖型苗生産システムを改善していくことが霊
要であると考えている。
本連載で述べてきたような問題点の多くは，閉
鎖型苗生産システムのメーカー側が利用者に適切
な情報を提供し，かつ利用者がそれを十分に理解
した上できちんと管理すれば，すべて回避できる。
それにもかかわらず，メーカー側，利用者側双方
が， ここまで述べてきたような問題を問題として
認識していない， もしくは軽視しているように感
じられる場合が多々あった。そのことが，閉鎖型
苗生産システム管理上の最大の問題点として浮か
び上がってきた。
今後は，メーカー側は単に商品としての閉鎖型
苗生産システムを提供するのではなく，本連載で
述べてきた内容を利用者に適切に指迎する必要が
あろう。あわせて，利用者側にも，閉鎖型苗生産
システムを導入するだけではなく，さらによいも
のにしていくためのアイデアをメーカー側に投げ
かけるような姿勢も必要である。文章作成や表計
算，プレゼンテーションなどの一体となったオ
フィース ・スイ ートと呼ばれるコンビューターソ
フトウエアが，バージョンアップをするごとに，
使える機能が増えていくだけではなく，使い勝手
もよくなるのは，利用者の声を汲みいれて改良を
行っているからである。また，声を発する利用者
数が多いことも理由である。閉鎖型苗生産システ
ムも，同様な発展が見られ，園芸分野の高度化が
さらに進展していくことを期待したい。
4.おわりに
閉鎖型苗生産システムの開発に関する研究がス
タートしておよそ10年がたち，商品化されたシス
テムが販売されて5年が経とうとしている。この
間に，閉鎖型苗生産システムを構成している電化
製品の技術革新が進んだ部分もあり，また，販売
価格が低下してきている製品が多く見うけられる。
開発時には最新であったものが，現在では古い技
術となりつつある点が， とくに機器の制御に関し
ては，見うけられる。そのような状況を鑑みると，
閉鎖型苗生産システムのよりいっそうの普及を図
るためには，商品化されたシステムのフルモデル
チェンジを行う必要があるのではないかと考えて
いる。その際には本連載で述べてきたアイデア
を費用対効果を勘案しながら郡入する必要があ
る。
木連載では，閉領型苗生産システムを管理 ・運
用する上で最低限必要とされる知識に重点をおい
て述べてきた。したがって，本連載の内容で不明
な点がある段階で閉鎖型苗生産システムを管理 ・
運用した場合には，気づかぬところで資源の無駄
遣い．ひいては経済的損失を招いている可能性が
あることに注意されたい。他方，実際のシステム
管理・運用上では，さらに高度な知識が要求され
る場合もある。本連載でカバーしきれていない部
分に関してはそれぞれの専門書を参考にしてい
ただければと思う。本連載を，古在ら編「最新の
苗生産実用技術一閉鎖型苗生産システムの実用化
が始まった一」 (2005)とあわせてごー読いただ
ければ閉鎖型苗生産システムの基礎的部分と応
用部分の双方の理解がすすんでいくと思われる。
閉鎖型苗生産システムのメーカーや利用者，大学
研究者がその概念を十分に理解した上で議論を
重ねていくことで， システムのさらなる発展とと
もに普及が目指せれば幸いである。
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